
平成１７年７月１５日 

文部科学省大臣官房 

総務課文書管理班 

 

文部科学省における文書管理の現状 

 

 

〇 文部科学省における文書管理の中心は「決裁文書」中心。 

〇 「行政文書管理システム」を使用した文書管理を実施。 

〇 「集中管理（総務課引継）」と「分散管理（各課保存）」を平行して実施。 

 

 

１．主な管理対象文書 

 文部科学省文書処理規則において、文書とは「事務の運営に必要な一切の書類、

図画又は電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識する

ことができない方式で作られた記録。）をいう」と定義されているが、現在、文部科

学省で「文書管理」といった場合、その中心は「決裁文書（原議書）」である。 

 決裁文書以外の文書も「一般文書」として、決裁文書と同様の管理ができること

となっているが、全体数は少ない。 

 

２．「集中管理」と「分散管理」について 

（１）旧文部省において、事務処理が完結した決裁文書はすべて文書管理班に引き

継ぐこととなっていたが、同時に、軽微な案件や現用文書は担当課で保管・管

理していたという現状があった。 

 

（２）省庁統合時に、全ての決裁文書を引き継ぐことが事実上困難（業務上及び記

録庫の問題等）となったため、文部科学省（平成１３年１月６日）となってか

らは「（担当課が必要と判断した場合において）文書管理班に引き継ぐことがで

きる」こととなり、これにより、集中管理と並んで分散管理が認められた。 

 

（３）文書を「文書管理班に引き継ぐ」とは、「文書の物理的な管理権限を担当課か

ら文書管理班に移すこと」を指し、内容の審査等にかかる業務は、引き続き担

当課が受け持つこととなっている。 

 

（４）文書の「引継」は、当該業務完了後直ちに行なわれるのではなく、一連の業

務が一段落してから一定の期間経過後行なわれる場合が多い。 

       
  
  

資料２ 



 

 

３．「文書管理システム」（平成１３年１月から稼動）について 

（１） 文部科学省発足とともに稼動した「文書管理システム」を使用した文書管理を実施。 

（２） 決裁文書については、起案（作成）時にデータがシステムに登録されるため、効率

的な検索が可能。 

（３） 決裁文書は、文書処理規則により、「行政文書ファイルに登録しなければならない」

とされているが、システム上の自動登録はされないため、実際には、行政文書ファ

イルへの未登録文書が存在している。（省内職員への周知徹底が課題） 

（４） 行政文書ファイルの保存年限は、作成時に担当者が決定する。 

 

  
【文書管理システム上での文書管理の流れ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〇「転送」とは、行政文書ファイルを情報公開の対象として登録することである。 

〇「引継」とは、行政文書ファイルの物理上の管理責任を文書管理班に移行することである。 

〇 現時点で、「行政文書ファイル」約１３万５千件、「文書」約７７万件が登録されている。 

 
 

文書番号の付与

行政文書ファイルに登録 

廃 棄 延 長 国立公文書館へ移管 

文書番号の付与 

接受文書 

（受付） 

起案文書 

（作成） 
一般文書 

（作成） 

行政文書ファイル

（作成） 

転 送 

文書管理班へ引継 

保存期間の満了

引継文書 

審査担当課で判断 



 

４．保存期間満了文書の措置 

（１）保存期間が満了する文書のうち、集中管理されている文書については、文書

管理班が、文書管理システムから作成した一覧を各担当課に配布し、移管・廃

棄・延長保存のいずれかの判断を求めている。 

 

（２）分散管理（各課で保存）されている文書が保存期間満了した場合についても、

各担当課が移管・廃棄・延長保存のいずれかの選択を行なうこととなっている

が、その際には、 

  ① 文書を国立公文書館へ移管する場合は、一旦文書管理班に引き継ぐ（集中

管理のラインに乗せる）ことになっている。（国立公文書館への文書の移管

は、文書管理班が一括して実施しているため。） 

② 文書を廃棄する場合も、文書管理班を通して廃棄についての内閣府との協議

を整えた上で実施する。 

 

５．文書管理班（資料係）の体制 

（１）職員の数：係長１名、非常勤職員４名 

 

（２）日常業務 

   ① 各課からの文書の引継 

② 引継文書の貸し出し 

③ 記録庫の整理及び管理 

④ 保存期間が満了した文書の措置について、省内意見の取りまとめ及び内

閣府との協議 

⑤ 文書の移管・廃棄にかかる作業 

⑥ 「文書管理システム」の改修及び登載データの管理 

 

（３）文書記録庫 

    文部科学省内の記録庫以外に省外にも記録庫（面積：約４００㎡）があり、

平均して週３回程度、職員が通っている。 

 

 

 

 

 

 



 

 

６．情報公開までの流れ 

               

 

 

                             

                          

                               
               

     

                       
 
 
 
 
 
        

集中管理文書 

（文書管理班で保存） 

分散管理文書 

（審査担当課で保存）

移管済文書 

担当課で公開を検討 

請求者 

文部科学省（総務課情報公開・個人情報保護室）

）

担当課 

文書管理班 

国立公文書館 

照会 

貸出

情報公開請求 

請求者から国立公文書館へ直接情報公開請求 

国立公文書館へ移管 



 

７．考 察 

（１）稀なことではあるが、各課で分散管理されているはずの文書について、担当

者の異動があった際などに、文書がみつからないなどのトラブルが発生する

ことがある。文書の確実な保存という意味では、組織的に管理できる集中管

理の方式が優れていると思われる。 

 

（２）一方、国会質問や他府省庁との協議の際など緊急に文書が必要となった場合、

職員の勤務中（時間外も含む）であれば文書の照会・貸出にも対応できるが、 

職員の帰宅後や休日等の対応は不可能な状態であるため、課によっては不測

の事態に備え、手元に多くの文書を抱えることもある。 

 

（３）上記の問題がなければ、集中管理方式を有効に活用している課もある。 

   主に「大学の設置・認可」や「文化的記念物の現状変更」等許認可に関する

文書は、量が膨大で場所をとり、また、整理に労力がかかるため、分散管理

より集中管理が向いていると思われる。 

 

（４） 定員削減に伴い、文書管理にかけられる人員が大幅に減少している。 

これまでのように全ての文書を集中管理することは困難となってきている。 

 

（５） 日々増加する文書を整理するには、文書管理班の保管庫及び各課の文書収容

量にも限界があることから、計画的な移管・廃棄を心がけている。 

 

（参考資料） 

１．原議書（表紙） 

２．行政文書ファイル管理簿 

３．文部科学省文書処理規則（抜粋） 

 

 

 



　　　　別記様式第一号の一

17 年 7 月 12 日

文 部 科 学 省 原 議 書

年

文部科学大臣

     ＊文書発送
秘密文書

＊文書記号

月 日 ＊文書番号平成

平成 年 月 日

情報公開
月 日

適用条項　：
＊起 　 　案 平成

平成＊決　  　裁平成 年 年 月 日

平成 年 月 日
備　　　 　考

＊完　  　結 平成 年 月 日

平成 年 月 日 ＊分類記号

件
歴史資料として重要な公文書等の移管について

名

文 案 　本件は、平成１７年３月２８日（月）に開催された「平成１６年度歴史的
資料として重要な公文書等の移管に関する主管課長会議（第３回）」におい
て配布された府企第１７０号の通知及び資料に基づき、行政文書を独立行政
法人国立公文書館に移管し、より設備の完備された場所で保管してもらおう
とするもので、今回で２３回目である。

書 件

区

通知

　文書名義者

大　　　臣 副　大　臣 副　大　臣 大臣政務官 大臣政務官 局（課）長 次長・部長

　文書あて先

総合調整課長

審議官 （副　長）

課　長 室  長事務次官 文部科学審議官 文部科学審議官 官　房　長 課長補佐 係　長総括審議官 審 議 官

総務課副長

総務課主査

(合 議) 総務課長 起　案　局　課 起 案 者

（室長補佐）（主  査）

大臣官房総務課文書管理班
資料係

(内線 2148 )

桜田

概

分 要

内閣総理大臣

(法令審議室長)



別記様式第１　　文部科学省行政文書ファイル管理簿

文　書　分　類 作成(取得) 保存 保存期間 媒体 保存期間満了
識別番号 大分類 中分類 小分類 行政文書ファイル名 作成者 時期 期間 満了時期 種別 保存場所 管理担当課・係 時の措置結果 備　考
X00X000748
40

大臣官房
（旧公文
書）

総務課
（旧文部
公文書）

法令 行政事件訴訟法（制定・改廃）
Ｓ３６年度

文部省大臣官房
総務課審議班

S36-04-01 30年 H04-03-31 紙 白山会議所 大臣官房総務課
文書管理班資料
係

国立公文書館
への移管

X00X000747
32

大臣官房
（旧公文
書）

総務課
（旧文部
公文書）

法令 教育基本法（制定・改廃）Ｓ３
５年度

文部省大臣官房
総務課審議班

S35-04-01 30年 H03-03-31 紙 白山会議所 大臣官房総務課
文書管理班資料
係

国立公文書館
への移管

X00X000747
62

大臣官房
（旧公文
書）

総務課
（旧文部
公文書）

法令 文部省設置法（制定・改廃）Ｓ
３４年度

文部省大臣官房
総務課審議班

S34-04-01 30年 H02-03-31 紙 白山会議所 大臣官房総務課
文書管理班資料
係

国立公文書館
への移管

X00X000747
63

大臣官房
（旧公文
書）

総務課
（旧文部
公文書）

法令 文部省設置法（制定・改廃）Ｓ
３６年度

文部省大臣官房
総務課審議班

S36-04-01 30年 H04-03-31 紙 白山会議所 大臣官房総務課
文書管理班資料
係

国立公文書館
への移管

X00X000747
64

大臣官房
（旧公文
書）

総務課
（旧文部
公文書）

法令 文部省設置法（制定・改廃）Ｓ
４０年度

文部省大臣官房
総務課審議班

S40-04-01 30年 H08-03-31 紙 白山会議所 大臣官房総務課
文書管理班資料
係

国立公文書館
への移管

X00X000747
65

大臣官房
（旧公文
書）

総務課
（旧文部
公文書）

法令 文部省設置法（制定・改廃）Ｓ
４２年度

文部省大臣官房
総務課審議班

S42-04-01 30年 H10-03-31 紙 白山会議所 大臣官房総務課
文書管理班資料
係

国立公文書館
への移管

X00X000747
66

大臣官房
（旧公文
書）

総務課
（旧文部
公文書）

法令 文部省設置法（制定・改廃）Ｓ
４３年度

文部省大臣官房
総務課審議班

S43-04-01 30年 H11-03-31 紙 白山会議所 大臣官房総務課
文書管理班資料
係

国立公文書館
への移管

X00X000747
67

大臣官房
（旧公文
書）

総務課
（旧文部
公文書）

法令 文部省設置法（制定・改廃）Ｓ
４４年度

文部省大臣官房
総務課審議班

S44-04-01 30年 H12-03-31 紙 白山会議所 大臣官房総務課
文書管理班資料
係

国立公文書館
への移管

A00A001000
3685

研究振興
局

学術研究
助成課

公益法人 公益法人設立許可（日本口腔イ
ンプラント学会）

研究振興局学術
研究助成課研究
調整係

H17-04-01 30年 H48-03-31 紙 各課事務室 研究振興局学術
研究助成課研究
調整係

国立公文書館
への移管

X00X000000
30

大臣官房
（旧公文
書）

総務課
（旧文部
公文書）

行政事務 提出法令案に関する整理事項Ｓ
３２年度

文部省大臣官房
総務課審議班

S32-04-01 30年 S63-03-31 紙 白山会議所 大臣官房総務課
文書管理班資料
係

国立公文書館
への移管

X00X000000
34

大臣官房
（旧公文
書）

総務課
（旧文部
公文書）

行政事務 提出法令案に関する整理事項Ｓ
３３年度

文部省大臣官房
総務課審議班

S33-04-01 30年 H01-03-31 紙 白山会議所 大臣官房総務課
文書管理班資料
係

国立公文書館
への移管

X00X000000
38

大臣官房
（旧公文
書）

総務課
（旧文部
公文書）

行政事務 提出法令案に関する整理事項Ｓ
３４年度

文部省大臣官房
総務課審議班

S34-04-01 30年 H02-03-31 紙 白山会議所 大臣官房総務課
文書管理班資料
係

国立公文書館
への移管

X00X000000
42

大臣官房
（旧公文
書）

総務課
（旧文部
公文書）

行政事務 提出法令案に関する整理事項Ｓ
３５年度

文部省大臣官房
総務課審議班

S35-04-01 30年 H03-03-31 紙 白山会議所 大臣官房総務課
文書管理班資料
係

国立公文書館
への移管
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○
文
部
科
学
省
・
文
化
庁
訓
令
第
一
号

平
成
十
三
年
一
月
六
日

文
部
科
学
大
臣

町
村

信
孝

文
部
科
学
省
文
書
処
理
規
則
（
抜
粋
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
訓
令
で
文
書
と
は
、
事
務
の
運
営
に
必
要
な
一
切
の
書
類
、
図
画
又
は
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
た
記
録
を
い
う
。
第
七
十
三
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
い
う
。

第
三
条

職
員
は
、
そ
の
所
属
す
る
組
織
の
意
思
決
定
に
当
た
っ
て
は
文
書
を
作
成
し
て
行
い
、
か
つ
、
事
務
及
び
事
業
の
実

績
に
つ
い
て
文
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
組
織
の
意
思
決
定
と
同
時
に
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合

二

処
理
に
係
る
事
案
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
場
合

２

職
員
は
、
前
項
第
一
号
の
場
合
に
該
当
し
文
書
を
作
成
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
事
後
速
や
か
に
当
該
意
思
決
定
に
当
た
っ

て
の
事
務
の
処
理
に
つ
い
て
文
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
行
政
文
書
の
保
存
）

第
六
条

職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
保
有
す
る
文
書
（
以
下
「
行
政
文
書
」
と
い
う
。
）
は
、
組
織
と
し
て
の
管

理
が
適
切
に
行
い
う
る
次
に
掲
げ
る
専
用
の
場
所
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

書
類
及
び
図
画
に
つ
い
て
は
、
事
務
室
又
は
書
庫
の
書
棚

二

特
別
の
シ
ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
て
い
る
電
子
情
報
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
別
の
シ
ス
テ
ム

三

電
子
情
報
の
う
ち
前
号
に
定
め
る
も
の
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
シ
ス

テ
ム
」
と
い
う
。
）
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（
総
括
文
書
管
理
者
）

第
七
条

文
部
科
学
省
に
、
総
括
文
書
管
理
者
を
置
く
。

２

総
括
文
書
管
理
者
は
、
官
房
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

３

総
括
文
書
管
理
者
は
、
職
員
に
対
す
る
文
書
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の
指
揮
監
督
及
び
研
修
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
つ

か
さ
ど
る
。

（
文
書
管
理
者
）

第
八
条

課
（
大
臣
官
房
政
策
課
及
び
大
臣
官
房
国
際
課
に
置
か
れ
る
室
を
除
く
。
）
、
大
臣
官
房
政
策
課
、
大
臣
官
房
国
際

課
及
び
国
際
統
括
官
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
、
第
四
十
七
条
第
四
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
八
条

第
三
項
及
び
第
五
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
「
課
等
」
と
い
う
。
）
に
、
文
書
管
理
者
を
置
く
。

２

文
書
管
理
者
は
、
課
等
の
課
長
（
大
臣
官
房
政
策
課
に
あ
っ
て
は
大
臣
官
房
政
策
課
長
、
大
臣
官
房
国
際
課
に
あ
っ
て
は

大
臣
官
房
国
際
課
長
及
び
国
際
統
括
官
に
あ
っ
て
は
国
際
統
括
官
）
を
も
っ
て
充
て
る
。

３

文
書
管
理
者
は
、
課
等
の
保
有
す
る
文
書
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
文
書
管
理
担
当
者
）

第
九
条

課
等
に
、
文
書
管
理
担
当
者
を
置
く
。

２

文
書
管
理
担
当
者
は
、
課
等
の
課
長
補
佐
（
国
際
統
括
官
に
あ
っ
て
は
国
際
統
括
官
補
佐
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
職
に

あ
る
者
で
文
書
管
理
者
が
指
名
す
る
も
の
を
も
っ
て
充
て
る
。

３

文
書
管
理
担
当
者
は
、
文
書
管
理
者
を
補
佐
す
る
。

第
二
章

接
受
、
配
布
等
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第
十
五
条

文
書
管
理
班
が
文
書
記
号
及
び
文
書
番
号
を
付
し
た
文
書
を
返
送
す
る
た
め
又
は
文
書
管
理
班
が
付
し
た
文
書
記

号
及
び
文
書
番
号
を
更
改
す
る
た
め
、
当
該
文
書
記
号
及
び
文
書
番
号
を
抹
消
す
る
と
き
は
、
文
書
管
理
班
に
お
い
て
こ
れ

を
抹
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

起
案
、
決
裁
及
び
合
議

（
起
案
文
書
の
作
成
の
方
法
）

第
十
六
条

起
案
文
書
は
、
事
案
ご
と
に
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

起
案
文
書
の
表
紙
に
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
一
か
ら
第
一
号
の
三
ま
で
の
原
議
書
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

起
案
文
書
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
関
係
資
料
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

起
案
文
書
は
、
左
横
書
き
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
に
縦
書
き
の
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

起
案
文
書
の
と
じ
方
は
、
左
と
じ
と
す
る
。
た
だ
し
、
縦
書
き
の
も
の
は
右
と
じ
と
し
、
縦
書
き
の
関
係
資
料
が
添
付
さ

れ
て
い
る
も
の
は
右
と
じ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

起
案
者
は
、
起
案
文
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
シ
ス
テ
ム
に
当
該
起
案
文
書
の
区
分
、
件
名
、
起
案
者
、
起
案
年
月
日

、
決
裁
者
、
文
書
名
義
者
及
び
文
書
あ
て
先
を
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章

登
録
、
保
存
等

（
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
へ
の
登
録
及
び
引
継
ぎ
）

第
三
十
八
条

文
書
管
理
者
は
、
シ
ス
テ
ム
で
課
等
が
保
有
す
る
行
政
文
書
に
係
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
（
行
政
機
関
の
保
有

す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第

二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

決
裁
を
得
た
起
案
文
書
（
以
下
「
決
裁
文
書
」
と
い
う
。
）
は
、
シ
ス
テ
ム
で
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
登
録
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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３

文
書
管
理
者
は
、
前
項
に
よ
り
決
裁
文
書
を
登
録
し
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
（
以
下
「
決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
」
と
い
う
。

）
を
文
書
管
理
班
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

４

文
書
管
理
班
は
、
決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
引
継
ぎ
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
フ
ァ
イ
ル
に
登
録
さ
れ
た
決
裁
文
書
の
引
継

ぎ
及
び
完
結
の
年
月
日
を
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
存
）

第
三
十
九
条

文
書
管
理
班
主
査
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
継
ぎ
を
受
け
た
決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
を
文
部
科
学
省

記
録
庫
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
部
科
学
省
記
録
庫
は
、
非
常
災
害
又
は
事
変
に
際
し
て
は
、
文
部
科
学
省
が
所
有
す
る
す
べ
て
の
物
件
に
優
先
し
て
保

護
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

（
廃
棄
及
び
移
管
）

第
四
十
条

職
員
は
、
行
政
文
書
を
廃
棄
す
る
場
合
に
は
、
当
該
行
政
文
書
の
文
書
管
理
者
の
承
認
を
得
て
、
当
該
行
政
文
書

を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
員
は
、
シ
ス
テ
ム
に
そ
の
旨
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
書
管
理
班
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
を
承
認
さ
れ
た
行
政
文
書
を
、
大
臣
官
房
会
計
課
長
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

文
書
管
理
者
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
を
承
認
し
た
決
裁
文
書
の
内
容
が
シ
ス
テ
ム
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
き
は

、
直
ち
に
当
該
内
容
を
消
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

文
書
管
理
班
は
、
廃
棄
を
行
っ
た
決
裁
文
書
の
文
書
記
号
、
文
書
番
号
、
件
名
、
区
分
、
決
裁
年
月
日
、
決
裁
者
及
び
廃

棄
年
月
日
に
つ
い
て
の
記
録
を
、
当
該
廃
棄
を
行
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
一
条

決
裁
文
書
の
起
案
課
は
、
決
裁
文
書
を
国
立
公
文
書
館
に
移
管
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
文
書
管
理
班
に
国
立

公
文
書
館
へ
の
移
管
を
依
頼
し
、
シ
ス
テ
ム
に
そ
の
旨
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

文
書
管
理
班
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
決
裁
文
書
の
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該

移
管
依
頼
を
承
認
し
、
又
は
却
下
し
、
シ
ス
テ
ム
に
そ
の
旨
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

文
書
管
理
班
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
移
管
を
承
認
さ
れ
た
決
裁
文
書
を
、
国
立
公
文
書
館
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

文
書
管
理
班
は
、
移
管
を
行
っ
た
決
裁
文
書
の
文
書
記
号
、
文
書
番
号
、
件
名
、
区
分
、
決
裁
年
月
日
、
決
裁
者
及
び
移

管
年
月
日
に
つ
い
て
の
記
録
を
、
当
該
移
管
を
行
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
貸
与
）

第
四
十
二
条

職
員
が
決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
貸
与
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
文
書
管
理
班
主
査
に
別
記
様
式
第
二
号
の

決
裁
文
書
借
用
証
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
貸
与
の
期
間
は
、
七
日
以
内
と
す
る
。

３

決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
貸
与
を
受
け
た
者
は
、
当
該
決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
を
転
貸
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
閲
覧
）

第
四
十
三
条

職
員
は
、
文
書
管
理
班
主
査
が
指
定
す
る
場
所
に
お
い
て
決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
取
扱
い
上
の
留
意
点
）

第
四
十
四
条

職
員
は
、
決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
貸
与
を
受
け
、
又
は
決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
閲
覧
を
す
る
と
き
は
、
解
冊
、

抜
出
し
、
書
込
み
等
決
裁
文
書
フ
ァ
イ
ル
を
き
損
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

い
う
。

（
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
）
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第
五
十
九
条

文
書
管
理
班
は
、
総
括
文
書
管
理
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
部
科
学
省
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
（

施
行
令
第
十
六
条
第
一
項
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
及
び
行
政
文
書
（
単
独
で
管
理
す
る
こ
と
が
適
当

な
も
の
で
あ
っ
て
、
保
存
期
間
が
一
年
以
上
の
も
の
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め
、

こ
れ
ら
の
名
称
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
（
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
記
載
し
た
帳
簿
を
磁
気
デ
ィ
ス
ク

を
も
っ
て
調
製
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
書
管
理
班
は
、
文
部
科
学
省
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を
作
成
し
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
総
括
文
書
管
理
者
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

文
書
管
理
者
は
、
課
等
に
お
い
て
保
有
し
て
い
る
行
政
文
書
に
関
し
必
要
な
事
項
を
、
文
部
科
学
省
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル

管
理
簿
に
登
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
章

行
政
文
書
の
保
管
及
び
廃
棄

（
保
存
期
間
）

第
六
十
条

行
政
文
書
の
保
存
期
間
の
区
分
は
、
三
十
年
、
十
年
、
五
年
、
三
年
、
一
年
及
び
事
務
処
理
上
必
要
な
一
年
未
満

の
期
間
の
六
種
と
す
る
。

（
個
々
の
行
政
文
書
の
保
存
）

第
六
十
一
条

行
政
文
書
を
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
と
き
は
、
前
条
の
行
政
文
書
の
保
存
期
間
の
区
分
に
よ
り
、
当
該
行
政

文
書
の
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
当
該
行
政
文
書
を
当
該
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
ま
で
の
間
保

存
す
る
。

（
保
存
期
間
の
計
算
方
法
）

第
六
十
二
条

文
部
科
学
省
に
お
い
て
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
行
政
文
書
の
保
存
期
間
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
行
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政
文
書
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
作
成
又
は
取
得
の
日
の
前
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
起
算
し

て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

（
保
存
期
間
の
設
定
単
位
）

第
六
十
三
条

第
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
個
々
の
行
政
文
書
の
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
原
則
と

し
て
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
単
位
で
行
う
も
の
と
す
る
。

（
保
存
媒
体
の
変
換
等
）

第
六
十
四
条

行
政
文
書
の
保
存
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
必
要
に
応
じ
、
当
該
行
政
文
書
に
代
え
て
、
内
容
を
同
じ
く
す
る
同

一
又
は
他
の
媒
体
の
行
政
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
媒
体
の
変
換
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
新
た
に
媒
体
を
異
に
す
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
を
追
加
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
存
期
間
の
延
長
）

第
六
十
五
条

次
に
掲
げ
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
後
に

お
い
て
も
、
そ
の
内
容
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
期
間
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
保
存
す
る
。
た
だ
し
、
一

の
区
分
に
該
当
す
る
行
政
文
書
が
他
の
区
分
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
が
経
過
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い

日
ま
で
の
間
保
存
す
る
。

一

現
に
監
査
、
検
査
等
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
も
の

当
該
監
査
、
検
査
等
が
終
了
す
る
ま
で
の
間

二

現
に
係
属
し
て
い
る
訴
訟
に
お
け
る
手
続
上
の
行
為
を
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の

当
該
訴
訟
が
終
結
す
る
ま

で
の
間

三

現
に
係
属
し
て
い
る
不
服
申
立
て
に
お
け
る
手
続
上
の
行
為
を
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の

当
該
不
服
申
立
て
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に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間

四

開
示
請
求
が
あ
っ
た
も
の

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
。

第
七
十
二
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
各
項
の
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間

（
職
務
遂
行
上
必
要
な
場
合
の
保
存
期
間
の
延
長
）

第
六
十
六
条

第
六
十
一
条
及
び
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
行
政
文
書
に
つ
い
て
、
職
務
の
遂
行

上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
一
定
の
期
間
を
定
め
て
当
該
保
存
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
延
長
に
係
る
保
存
期
間
が
満
了
し
た
後
に
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
保
存
期
間
満
了
後
の
取
扱
い
）

第
六
十
七
条

保
存
期
間
（
延
長
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
延
長
後
の
保
存
期
間
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
満
了
し
た

行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
す
る
。
た
だ
し
、
歴
史
的
資
料
と
し
て
保
存
す
る
必
要
の
あ
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
施

行
令
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
機
関
に
移
管
し
、
又
は
国
立
公
文
書
館
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
十
五
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
に
移
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
存
期
間
満
了
前
の
行
政
文
書
の
廃
棄
）

第
六
十
八
条

行
政
文
書
を
保
存
期
間
が
満
了
す
る
前
に
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
文
部
科

学
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
当
該
行
政
文
書
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
廃
棄
簿
の
作
成
）

第
六
十
九
条

行
政
文
書
の
廃
棄
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
三
号
の
文
部
科
学
省
行
政
文
書
廃
棄
簿
（
以
下
「
廃

棄
簿
」
と
い
う
。
）
に
廃
棄
す
る
行
政
文
書
の
名
称
及
び
年
月
日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

前
条
に
規
定
す
る
行
政
文
書
の
廃
棄
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
廃
棄
簿
に
廃
棄
す
る
行
政
文
書
の
名
称
、
特
別
の
理
由
及

び
年
月
日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
棄
の
方
法
）

第
七
十
条

前
条
に
規
定
す
る
廃
棄
簿
へ
の
記
載
を
完
了
し
た
行
政
文
書
は
、
大
臣
官
房
会
計
課
長
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
移
管
簿
の
作
成
）

第
七
十
一
条

第
六
十
七
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
行
政
文
書
の
移
管
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
四
号
の
文
部
科

学
省
行
政
文
書
移
管
簿
に
移
管
す
る
行
政
文
書
の
名
称
、
移
管
す
る
年
月
日
及
び
移
管
先
の
機
関
等
の
名
称
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。




